
第5回 寺子屋フォーラム

暑いっ💦熱中症に注意！

2023年6月17日 20:30～



8月のある日，13:00頃に1本の電話

散歩から帰ったら呼吸が荒く，ぐったりし
ているが，診察してもらった方がいいか？

あなたはこの症例に対してどんなこと
を考え，どのように伝えますか？



ディスカッションタイム⌛



熱中症はこんな病態

高温環境による身体の障害

気温や湿度が極端に高い場合，パンティング
や伝導あるいは対流によって放散できる熱の
限界を超え，中枢神経の機能異常，循環不全，
酵素系や細胞機能の障害を引き起こす病態



犬では，

・ 41℃を超える高体温なると細胞傷害

・ 41.5℃を超えると細胞内のミトコンドリアにお
けるエネルギー産生機構に障害

・ 42～43℃になるとタンパク質変性

熱中症はこんな病態



熱中症はこんな病態

発生要因：環境への順応不全，飲水制限，
高温高湿な環境など
※トリミングのドライヤーの風でも発生する
ことがある

内因性：短頭種，上気道疾患，心血管系疾患，
肥満，高齢，被毛の性質など



2021年の調査では…

2021年アニコム損保による調査報告書より



2021年の調査では…



8:00 14:00 20:00

気温（℃） 32.1 37.6 30.6

路面付近気温（℃） 32.7 43.8 32.4

気温差（℃） 0.56 6.23 1.37

気温差（最大値・℃） 3.2 9.8 2.5

気温差（最小値・℃） 0.0 3.6 0.0

自分でも調べてみた！
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この結果は当院の待合室
に掲示しています。

ご希望の方はご連絡ください





熱中症を疑う症例から連絡があったら

とにかく体温を下げることを考える！！

・氷枕/氷嚢
・水をかける
・可能なら飲水（嘔吐などがあれば×）
・移動中もクーラーや風を当てる

★目標体温：39.4℃として30～60分かけて実施



到着するまでにすること

室温を下げておく，冷却処置の準備
ルート確保の準備，酸素化の準備

緊急時に備えて気管挿管，緊急薬の準備



病院に到着したら

一次救命措置（BLS）の必要性チェック

冷却処置 酸素化 輸液療法

★血液検査も実施する



冷却処置（推奨）

常温の水のスプレーやタオルをかける

禁）冷水や保冷剤を直接当てる
→末梢血管が収縮し，熱放散の効率が低下

保冷剤をタオルでくるんでの太い血管に当てる

禁）アルコールスプレーで冷却
→すぐに蒸発するため，体温の低下効果は
そこまで高くない（引火性あり）



まとめ

・熱中症は起こさないことが最も重要！！

・発生時は，適正体温まで迅速に低下させる

・緊急時の対応を訓練しておく

・熱中症は，全身の臓器への障害が起こるため，
注意深い観察/看護が重要（急変の可能性）

★ 今年は熱中症症例ゼロを目指しましょう！
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